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学術論文 『デザイン理論」44/2004

山中商会 「日光 式展示 室」 につ いて

明治期洋式家具と室内装飾のスタイルに関する一考察

門 田 園 子
京 都 大 学 大 学 院(博 士 後期 課程)
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おわ りに

は じめ に

1904年 ア メ リカで セ ン トルイ ス万 国博覧 会が 開催

され た。19世 紀 末以降海 外 に販 路 を拡 げていた美 術

商の 山中商会 は,万 博会場 の一 角 にあ る工 業館 内の

日本部 門 に,京 都館 ブース と隣 り合 わせ る恰 好 で,

"Nikk
oTempleRoom"(以 下 「日光式 展示室」iと

する)(図1)を 出 品 し,大 賞及 び金 賞を受賞す る2。

それは 日光廟 をモデル に した縦39ヤ ー ド(約35.7メ ー

トル),横28ヤ ー ド(約25.6メ ー トル),三 方 を4ヤ ー

ド(幅 約3.7メ ー トル)の 縁側 に囲まれ た空 間 に,洋

図1資 料 匸A]よ り 「日光式展示室」,1904年

式家具と室内装飾を展示 した 「日光式の精巧善美を尽 くした大室内の装飾品」3であった。 し

かし 「日光式」という名が冠されてはいるものの,室 内には 「法隆寺式」や 「平等院式」 と名

づけられた洋式家具が飾られていた。それ らのフォルムは,ロ ココ様式やバロック様式に範を

とったいわゆる西洋風の家具である。なぜ,「 法隆寺」や 「平等院」 という 「スタイル」が洋

式家具につけられたのであろうか。また 「日光式」と呼ばれる空間に展示されたのはなぜであ

ろうか。
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当時 日本では,1900年 のパ リ万国博覧会への参加を期に,室 内装飾や家具のデザイン上あ

らためて 「日本式」なる図案が模索されていだ 。国民国家創成の道具立てとして古物保存 と

美術史の叙述の必要性が問われるようになり5,「日本式」のスタイルというものが,保 存の対

象となった国宝や,日 本美術史上に記された作品や作家をもとに創造されつつあった。山中商

会の 「日光式展示室」は,当 時の日本美術界で求められていた 「日本式」スタイルというもの

を具体的に提示 した一例といえる。

家具史研究家の小泉和子氏は,1880年 代後半頃か ら,全 国的にナショナ リズムが高揚 して

きたことに呼応 して,室 内装飾や洋式家具デザインに国粋主義的な和洋折衷スタイルが出てき

たと述べている6。氏の見解を立脚点として,本 論では 「日光式展示室」 に着目し,明 治後半

期にあたる1890年 代か ら1910年 代における洋式家具及び室内装飾のスタイルについて分析す

る。

1.山 中商会の洋式家具生産

山中商会 は,1767年 の創業以来,現 在の大阪市中央区高麗橋で古美術商を営んできた。

1893年 に婿養子となった山中(安 達)定 次郎(1867-1936)は,世 紀末にはニューヨーク,ボ

ス トン,ロ ンドンに支店を置き,海 外の日本美術コレクターに向けて東洋の新旧の美術品を販

売 した。山中商会には日本に世界の美術を紹介したという美術市場 そ して美術館形成史上に

貢献 した国内での功績もある。 ここでは商会の生産 していた輸出用工芸品のみにしぼって,論

をすすめていきたい。

山中商会が洋式家具を生産 し始めたのは

1894年 以降の ことである。前年ニューヨー

成功をおさめていた定次郎ひきいる商会は,

さらなるビジネスの拡張をはかっていだ 。

その結果,『 山中定次郎伝』によれば,「 我

国の優秀なる工芸品」 を 「自家経営の下に

製作」することを思いつ ぐ。製作 は大阪市

北区上福島二丁 目にあった工場で行われた。

出来上がった品はまずボス トン山中支店に運ばれ,英 国向けと米国向けに分けられていたこと

からも9,製 作されたものは輸出のみを目的とした製品であったことが分か っている。主な製

品は西洋家具を応用したものや室内の装飾品で,「我国特有の彫技を発揮 した各種の作製を企

図」1°していた(図2)。 製作にあたったのは,百 人を超える職人たちで,工 場長はのちに富山
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県工芸学校長を務めた村上九郎作(1867-1919)で ある。

村上は石川県小松市生 まれで,生 家 は彫師であり,自

身 も木彫を専門としていだ1。村上の名を世 に知 らしめ

たのは1890年 の第三回内国勧業美術博覧会に出品 した

高さニメー トルの 「葡萄鉢彫鏡縁」]Eであった。これは,

図案指導家であ り,各 地の工芸工業学校創設に関わ っ

た,納 富介次郎(1844-1918)i3が デザインし,村 上が

制作を手がけている。二人が富山県工業学校で教鞭をとっていた頃の共同作品 「双鯛彫刻漆器

大盆」(図3)は 高岡彫の代表的図案として現在も生産されている。山中商会の家具装飾の要

となる木彫は,明 治を代表する図案指導家納富から村上を経た,木 工の彫技を駆使 したもので

あったということからも,商 会で制作されていた家具装飾品は質の高いものであったことが分

かる。

明治期の洋式家具の製作は東京 と横浜を中心に行われていたが,農 商務省が1912年 に編纂

した 「木材 ノ工芸的利用』によれば,20世 紀初頭の大阪では洋家具の製作が非常に盛んで,

洋家具問屋自らが工場を設けて製作したり,お 抱えの職人に作 らせて販売するものがいたとい

う。1912年 の時点でその数は問屋数37人,組 合に入っていないものも含めれば計55人 にのぼ

り'4,問屋 自ら工場を経営するものは10戸 あったIS。山中商会の工場は1910年7月30日 の大阪

市北区の大火で一度燃焼したが,そ の後の復興により,こ の数に含まれる。

「欧州風家具」isと内国博覧会では区別 された洋式家具 と,い わゆる和家具は,裂 地や彫刻

の技法,家 具の種類 了に至るまで異なっていた。近代 日本の洋式家具は,ま ず幕府関係の対外

国人応接用,つ いで居留地での外国人向け家具の生産から始まったとされる'8。初期の洋式家

具商は来日外国人が持参した家具の修理や,帰 国時に引き取った家具の販売 も兼ねていた。和

家具を制作 していた箱師や指物師が洋式家具作 りに転 じるケースはみられない。洋式家具の制

作は主に維新後仕事を無 くした甲冑師,鍔 師,打 ち物師や根付師ら幕府や大名お抱えの職人た

ちが分業体制で従事するようになる。たとえば漆工は..年 の段階ですでに 「西欧に習い,

テーブル,洋 服棚,椅 子,寝 台,ラ ンプ台,隅 棚,巻 タバコ入,パ ン入,書 架,石 炭入」15な

どを製作していた。また,和 家具にはみ られない椅子張 りと曲げ椅子は新 しい技術が必要とさ

れ,専 門の職人が現れた2°。

山中商会でも塗装師,彫 刻師,指 物師,漆 工が作業を行い,職 人たちは製作の準備段階で海

外に派遣されだ】。分業で行われた彫刻,象 眼,蒔 絵,塗 粧,鍍 金,金 具,裂 地の技術が家具

を工芸品的性格に仕立て上げ,そ れ らの技術が明治初期の段階では 「はまもの」 と称された横

浜家具にみられるような装飾過剰なスタイルに結集された。
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5.5,青 井記念館,高 岡工業学校蔵



しか しながら,明 治期の洋式家具の需要は限られたものであった22。1872年 の時点で和家具

の生産と比べてみると,そ の数は3分 の1程 度で,金 額でいえば約35%で ある23。1903年の時

点でも,10万 円以上の輸出品目に挙げられるのは時計や服飾品,綿 糸などasで,家 具は入 って

いない。山中商会の販売の全容は明らかではないが,1910年 に開催された日英博覧会での売

上高は椅子,卓,屏 風計29点 が日本円で2,622円20銭 であった。博覧会大阪出品会の装飾品家

具は総計460点,売 上高は15,030円 であり,山 中商会は約二割を占めているため,洋 家具商の

中では規模の大きい方であったといえる25。

2.日 光式展示室

「日光式展示室」は山中商会が 「世界に日本建築の美しさ,す ばらしさをみせる」26ことを

目的に製作 された。先述 したように,「 日光式」と称 していなが らも,展 示された家具は西洋

風で,さ まざまな様式が用いられている。

展示室は入口が三方にあり,格 子戸がついている。扉の開閉は自由で,外 か らも室内を観覧

することができるようになっていた。壁は唯一後方にあるが,窓 と床の間で占められている。

カタログには日光廟が 「細部にわたって再現された」2iと書かれているが,実 際には日光 にあ

るどの建造物にもあてはまらない。 しかし,欄 間や扉を飾る鳳凰,桐,牡 丹,獅 子の装飾は,

日光東照宮の装飾を手がけた狩野探幽のデザインから採 られた。また柱には鳳凰のレリーフ,

その上部には徳川家の家紋である葵文がちりばめられている。入口上部には,日 光東照宮では

東回廊奥社参道入口にある,左 甚五郎による眠 り猫が忠実に再現された。その他,格 子戸には

雲や天女の装飾が使われ,床 の間の上の欄間には松と鷹の組み合わせが彫刻されている。つま

り,装 飾の上ではもとの日光廟のものを模倣あるいはきわめて近いものを再現 している。

室内に展示された家具は資料[A]と,翌 年発行されたカタログ 『室内装飾 と美術的家具』

資料[B]に 再掲載されているので,同 力タログにある63点 の家具を参照 しながら分析を加

えていきたい。

木材は桑,ほ うの木,部 分的に古代樟脳,と ねりこ,桜,け んぽな し,楠,ケ ヤキ,と ち,

びらん,神 代スギ,ひ のきが使用されている28。このうち使用頻度の高い桑材は 「日本式高尚

の木材」29といわれ,堅 いという特徴か らも人気があった。卓台には鳥眼杢,波 形,う ろこ,

細かい縞杢などの木 目が効果的に使われた。

ほとんどの家具は金箔や金漆を基本に色 とりどりに彩色 されている。 カタログで漆塗 りは

`japanned'と 記 されているが
,こ れは家具 の仕上 げによ く使われていた 「ラック(ラ ッ

カー)」3°塗装ではな く,本 漆塗りを指している。朱,青,黄 色の色漆がよく使われており,装

飾や彫刻が密な鎌倉彫があしらわれた。1900年 代初頭には漆の多用な色の組み合わせが可能
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にな っていた:310

〈No.18>(図4)の 桑 製長椅子 は彫刻椅子 とセ ッ

トで,背 上部 に鳳凰 の高彫 り,ア ー ム レス トの下

に龍 と獅 子,脚 元前部 に狛犬,後 部 に蓮 が施 され

て い る。 資料[A]に は,椅 子 張 りに京都 の収 集

家 が所 有 して いた 占い金色皮 革が使 用 され てい る

と書 か れ て い る が,資 料[B]に は 同 じ 〈No.

18>の 説 明 に`Kinkarakawa'が 用 い られ て い る

と記 され てい る。`Kinkarakawa'は 他 の箇所 で は

図4資 料 匸A]よ リ 〈No.18>

`JapaneseLe
ather'と 表 されて いるこ とか らも,明 治期生産 されていた金唐革紙で はな く,

擬革 として流通 していた金唐革を指 している。`Kinkarahawa'と

`j
apanned'は 日本特有の技術と認められていた。椅子張 りには金

唐革のほかに,絹 沙,絹 刺繍,薄 絹,ダ マスク織が用いられた。

また,商 会が当時生産 していた屏風にも絹紗が使われている。

モチーフ別にみていくと,鳳 凰は家具63点 中最 もよ く使われて

いる装飾で,平 等院式や法隆寺式 と名づけられた家具に使用 され

ている。琥珀色の絹織 りの座部,足 元に桐の彫刻が施 された色彩

豊かな 〈No.9>(図5)の 婦人用彫刻椅子の上部にも大きな鳳凰

図5資 料[B]よ り くNo.9>

が彫 られているが,こ れは 「日光式」

のもの と記 されている。 だが,資 料

[B]中 では 「鳳凰椅子」と名づけ ら

れ,宇 治平等院にある有名な宝物か

ら採用 したと説明が加えられた。

〈No.21>(図6)の アームチェアは,金 色の日本水仙が絹地

に刺繍 されたもので,明 治期皇室の椅子に用いられた形状に近

いロココ様式をとっている。西洋では類似の形がルイ15世 様式

として,18世 紀以降に広まった。

これまでみてきた例は使用されている材料や装飾は日本をルー

ツとす るが,形 状は西洋の家具に倣 ったいわゆる和洋折衷様式
図6資 料[B]よ り 〈No.21>

である。例えば,明 治2年 に海外からの賓客のために建てられた延遼館に置かれた椅子(図7)

も形はいわゆる 「ヴィクトリアン・ロココ」だが,木 部には漆蒔絵を施 し,張 裂には西陣織を

使うという和洋折衷スタイルが用いられた。豪華なつ くりのこのタイプは,1880年 代後半 に
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は宮廷用高級家具の典型となっていだ2。

日本には開国と同時にロココ様式のほか,ゴ シック様式,ル ネ

サンス様式,バ ロック様式,新 古典様式などあらゆるスタイルが

入 ってきた。 これは19世 紀半ばから後半にかけての西洋では家具

や建築上での様式論争が起 こってお り3:3,スタイルの リヴァイヴァ

ルであるいわゆる歴史様式が開国前後の 日本に紹介されたためで

ある。 したが って,日 本の洋式家具製作者 は過去のさまざまなス

タイルを同時に摂取 していくこととなった34。

山中商会 は多種多様 なスタイルを取 り扱 っていた。<No.25>

(図8)は バロック様式の桑製 テーブルで,「 日本古代の純粋芸術

」35からモチーフを選択 し,引 き出しに純七宝や象眼を加え,楠 で

図7延 遼館の掎子[辻 惟雄 編,

『かざ りの日本文化』,1998

年,角 川書店,p.237よ り]

造られた台の鳥目木目にもこだわった作品である。七宝は関西,と くに京都では桃井儀三郎英

図8資 料[A]よ り 〈No25>

升,並 河靖之が伝統的無線七宝 に精細な図様を埋め

込む ことに成功 していた。象嵌は貝,珊 瑚,瑪 瑙,

琥珀,た いまいなどが使われ,芝 山細工が とくに外

国人向けに量産されている。

ここまでは西洋のスタイルの応用をみてきたが,

中国風 あるいは 日本風の家具 も一部製作 されてい

た。 図9の 〈No.62>に み られるスタ ンド型漆戸棚

は,も とは ヨー ロ ッパ での シノワズ リーの流 行期 にあた る17世 紀 か ら18世 紀 に製造 されて い

たキャビネ ットに類似する。 このタイプの ものは

日本では桃 山時代から生産 され,日 本あるいは中

国で生産された小箪笥が東イン ド会社を介 してヨー

ロッパに運 ばれた後,バ ロック風脚部 と金具が当

地で付け加え られた。 明治に入 ってか らは静岡県

で梨地蒔絵小箪笥が輸出用として売 り上げがあり,

起立工商会社 も1891年 に解散するまで脚部のつい

た小箪笥を販売 していた。 図右の くNo.32>の 花

台は唐木 を素材と し,釘 やね じを使わない大阪指

物の技術を汲んでいる。

図9資 料 匚B]よ り 〈No.62>〈No,32>

「春 日式」と題 された 〈No.7>(図10)は 金漆地 に四隅に彩 り豊かな牡丹や鳳凰のモチー

フのついた八本足の珍 しいタイプの彫刻卓である。「明治以前に現はれたる日本家具工芸意匠』
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(1929年 刊)に よれば,八 足卓は世界に例がな く,帝 国博物

館に豊臣時代の桃山風 「秋草蒔絵八足机」が所蔵されてい

るのが稀な例であるとしている36。しか し,現 在でも奈良春

日座の伝統家具 として生産されている型 のものだ。金漆地

にアヤメや菊,葡 萄が彩 り豊かに沿えられ,緑 色の刺繍入

り絹のクッションがついた 〈No.3>(図11)の 椅子 も春B

式と記 されているが,装 飾はやや平面的に図案化された も 図10資 料[A]よ り 〈No.フ〉

ので,直 線的なハイパ ックであるため,20世 紀初頭には日本に紹介さ

れていたセセッションの影響 も考えられる。

3.図 案をめぐる動き

前章で述べたように,山 中商会の展示は 「日光式」 と呼称されてはい

るが,実 際には日本の装飾を使った洋式家具が置かれた。 これは,セ ン

トルイス博覧会の出品立案である 「本邦式の室内ながら洋人の起居に適

応すべき一室を造 り各工芸品を恰好の排置 に展列せん」:iiという計画に

沿うものであった。「日光」を冠 した建築や室内装飾 は他にもみ られ,

同博覧会では陽明門を模 した 「猫の門」 という楼門が日本 フェア会場の

入り口に建てられた:38。また,「 日光細工」(図12)と よばれる家具 も製

図11資 料 匸A]よ り

(No.3)

造 されている。「木材 ノ工芸的利用』 には 「日光細工」の書棚が 「日光建築ヲ模シタルモノニ

シテ代価七八百円」と記されている:39。

図12輸 出向宮彫刻戸棚

[『木材 ノ工芸的利用』

よリ。]

洋式家具が高級化 していく中,表 面の装飾はよ り過剰になってい

く。 このような装飾は時 として 「奈何 も今の製作物は金粉濫用に流

れて居 りはせぬか,大 抵は金色燦然たる物ばか りで」,「中流以下の

ものは殆んど需用がない」4°と批判されることもあったが,海 外向け,

上流階級向けとして重宝された。技術の粋が集められた 「日光」 は

東照宮のきらびやかな装飾ですでに外国人の間でも有名であった。

`Nikko'が ひとつのスタイルとして用いられたのは
,日 光が来日外国

人の避暑地であ り観光スポッ トとしてその名がよ く知 られていたこ

とど1,「 日光」=絢 爛豪華というイメージに直結 していたためであ

ろう。

装飾豊かな家具の高級化は明治末にピークを迎えた。室内装飾家の木村貞は明治中期以後の

家具装飾界を回顧 して当時の現状をこう語 っている。

95



遡って明治の初年,欧 米の人士が単に好奇の目を以て日本の文物に憧憬して居た頃,彼

らの嗜好に適合する可く造 り創められたもので純 日本式模様の彫刻をべた一面に施 した家

具……用材は多 く桂材を使用し,竜 飛竜,鳳 凰,菊,桜 等の宮彫式手法が施 されていて,

それを女工達の手によってのみ目の消えるまで完全に磨き上げた後,古 びた紫檀色のよう

に仕上げたもので,一 見甚だ怪奇なものでありましたが,こ れが不思議にも外人の好奇心

を充たして一時は盛に欧米各地へ輸出され,あ るいは観光客の家工産として購い帰るとい

う有様42。

このような過剰な装飾が施されたいわゆる 「明治調」のスタイルは,外 国人の需要が鈍 り,工

芸品が輸出低迷期にさしかか った1900年 頃か ら変化の兆 しが現れる。 その理由の一つはアー

ル ・ヌーヴォー式やセセッションが紹介 され,装 飾過多なデザインが,よ り単純化 され,図 案

化 された装飾に代わっていったことによる。

さらに明治30年 代から40年代 には古代模様が日本のナショナ リズム発揚 とともに改めて見

なおされる傾向が出てきた。樋田豊次郎氏の研究によれば,古 代の採録元は法隆寺,正 倉院,

東大寺,北 条氏や秀吉の遺物,琳 派の漆などであっだ3。 氏の指摘ではそれ以前にも,起 立工

商会社の工芸図案集や,納 富の編纂 した 『温知図録』 に日本風遵守の傾向はすでにあったが,

初期の傾向は 「「日本風」でありながらも,遠 い過去を持ち出した ものではなく,む しろ当時

としては今風の現代美術的図案であった」44とし,明 治前期における装飾と後期の差異を指摘

している。古代模様に歴史がか らみ,伝 統が模索される時代が明治後半であるとするならば,

古代の表象は何に由来 し,ど のような形で現出したのであろうか。

『図按』誌上で,東 京美術学校教員であった河辺東硯は1一古代模様 と略名するは推古より天

平弘仁迄のもの」45とし,従 来の日本の図案に関する著書が欧米人によるものに限られている

ことに不満を述べている46。図案界にも日本の伝統を遵守するグループが現われる。 その傾向

が顕著だったのは1887年 に創設 された東京美術学校の教員,学 生 らであった。1896年 に設立

された図案科の主任教授は福地復一で,伝 統画,伝 統彫刻,金 工,漆 工が教えられ,平 山英三

を科長 とす る東京高等工業学校(東 京工業学校が1901年 に改称)工 業図案科の教員,学 生が

中心 となって活動 していた大 日本図案協会 とは一線を画 していた。伝統遵守の傾向は明治20

年代以降強 まる。たとえば,明 治宮殿が1890年 に設計 される際に採用されたのは,正 倉院文

様を織 り出 した緞子,赤 紫色鳳凰紋の繻子の緞帳,格 天井,蒔 絵,西 陣織を使 った日本調の室

内装飾であっだ7。 これはひとつには日本のデザインが単なる西洋の模倣になっていたことへ

の警鐘でもあった。三井呉服店の理事であった高橋義雄は1902年,欧 化を憂えて以下のよう

に述べている。
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……日本旧来の意匠図案を基本として,之 を欧化 し,米 化するは即ち可な りと雖 も,一 足

飛びに欧の意匠其侭を模写するを以て根本原則と認めんには,恐 らくは将来の日本工芸は

欧米の第二者に亜 くを以て満足せざる可 らざるに至 らんr。

図13室 内装飾図,木 村貞,『 日本図案会報』,1908年n

月第16号,p.3.

西洋の図案を直接模倣す ることを批判 し,「此等

の歴史的物体 を種 々様々に取捨 し増補 し変化 し得

る権利を有す るのみ事にして,此 歴史的遺伝的特

産物を絶対的に捨てて顧みざるが如きに至りては,

進化論 ヒ決 して許す能 はざる原則なり」J9とした高

橋は,「深 く日本の故実を探 りて,歴 史的模様を一々

明rに 彙類せる事是な り……」5°と日本の古代に図

案を求めることを提案 した。 ここで,高 橋が具体

的に挙げている古代 とは 「推古式,鎌 倉式,東 山式,桃 山式,徳 川式」 と変化してきた日本の

意匠であり,「吾が国歴史上有名なる鳳凰殿,桂 の御所等」を観察するべきだとしている5'。

古代に範をとるスタイルは洋式家具の場合,和 洋折衷化をさらに推 し進めることとなった。

先述の木村貞考案の室内装飾図案は装飾過剰な明治調ではないが,和 洋折衷をうまく咀嚼 した

例 として1908年 の東京勧業博覧会で一等賞を受賞 した(図13)。 セン トルイス万国博覧会で も

このような復古主義的な展示が目立った。この博覧会で 「日本式と称す るものにて我が邦風を

以て欧風の室に装飾を施 し毫 も其調和欠かずヂ と評されたのは川島甚兵衛であり,洋 式家具

商の杉田幸五郎とともに西洋の室内装飾 に対抗できるスタイルとして,藤 原式,光 琳式,日 本

三景式という室内装飾を考案する。その図案を もとにして実際に出品された 「若冲の間」,「網

代の間」を見てみると,各 室の緞帳,窓 掛,壁 張,柱 隠などに鳳凰,獅 子,龍,菊 楓 華文な

ど主 として日本の古典的文様が使われている(図14)。 川島は1886年 にヨーロッパに織物事情

を視察 しに行 っているが,最 初に注 目したのは

装飾の様式につ いてであった。西洋では各国,

各時代のそれぞれに様式があ り,こ れを 「スタ

イル」 と称 していたわけであるが,川 島が遺憾

と感 じたのは日本には 「日本様式」 と呼べる確

固たる 「スタイル」が不在 していることであっ

た。 それはまた,山 中商会が呈示 しようとして

いた 「真正なる日本美術を示す」 スタイルに合

い通 じるものであった。

図14川 島勘兵衛,「 若沖 の間」,1904年 匚川島織物文化館.

『テキスタイル ・アー トioo』,1994年,p40よ り]



4.「 固有」のスタイルの追求 一 伝統,日 本,美 術史

3章 では,図 案の見直 しが検討される中で,1900年 頃か ら洋式家具のデザインは古代の図

案に範をとった復古主義的な傾向が強 く現われるようになったことを述べた。ここで問題となっ

てくるのは何をもって 「古代」の日本 とし,ど のような作品を代表的なものとす るかという日

本美術史上の認定である。木下長宏氏 によれば,日 本美術史記述の作業は実質1900年 を期 し

て稼働 し始めだ3。 日本美術史が出来上がって間 もない頃に,「 日本式」 のルーツがどこに求

められたのかを以下に検証する。

図15資 料[C]表 紙

図案が伝統的な日本のスタイルに基づ くものであるという

ことを立証す るためにはそれを裏付 ける歴史が必要 とな る。

山中商会は自社編集の冊子やカタログを作成するときは歴史

の叙述に重きを置いた。商会の意図は単に商品を売ることだ

けにあるのではなく,日 本美術の歴史の紹介にあった。セ ン

トルイス博での出品に先立つ1902年,商 会は 「日本彫刻誌』

(図15,資 料[C])を 編纂 している。内容は,日 本の彫刻と

建築の歴史を英語で紹介するものであった。彫刻と建築の歴

史を原始,推 古,天 智,聖 武,桓 武,藤 原,鎌 倉,足 利,豊

臣時代の全10章 にわたって概観 した後,日 本の代表的な建築

及び芸術家をアルファベ ット順に並べ,説 明を加えている。

資料[A]の 序文にも歴史の叙述があり,と くに徳川時代の建築に力点が置かれている。そ

こではまず 日本建築を二つのタイプに分け,ひ とつを民衆の原始的な小屋から発展してきた神

道の神社にみられる厳格でシンプルな日本様式,も う一つを華美に装飾 された仏教芸術様式と

分けている。後者の仏教芸術は欽明天皇の時代に朝鮮か ら伝わったとしており,中 国,ア ショ

カ王時代のイン ド,ヒ ンズー芸術に影響を与えたアレクサンダー大王,そ してギ リシアに起源

を遡っている。日本に伝わってきたのは朝鮮を経て唐代に完成された優美な仏教芸術であると

し,そ れをさらに洗練 させた形にしたのが6世 紀以降の日本であったとしだ4。

日本で仏教芸術が成熟 したという発想は,ス コットランド出身の医者で,来 日経験のあった

ウィリアム ・アンダソン(1840-1900)の 著述からきている。 アンダソンはイギ リスに帰国後,

日本美術に関する文章を多 く残 し,そ の著 『日本の絵画的芸術』Jは1886年 に出版 され,日 本

での美術史編纂の参考にもなった。ア ンダソンによれば,仏 教芸術の絵画や彫刻,装 飾のプロ

ポーションや顔立ちにはイン ドーギ リシアの影響が残 っており,中 国において,ス タイルはよ

り豊かで華やかなものに変わっていった。その後日本では中国の夥 しい数の装飾が,線 の調和

に取 り入れ られ,激 しい色使いは抑え 目の トー ンに変わ り,建 物にはいきいきとした彫刻が加
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えられた3f,。ここにはインド,朝 鮮,中 国を経て,日 本において美術が完成されたとする進化

論的叙述形態がみられる。 日本の古代,特 に奈良の美術をギ リシアにたとえるのはアンダソン

が影響を受けたというフェノロサの考え方に基づ くものであった。アンダソン自身には日本を

各国美術の到達点とするような考え方があったわけではないが,ア ンダソンの美術史に学び,

その一部を引用した山中商会には,進 化論上 日本美術を最上 とする考え,あ るいは少なくとも

世界に向かって日本美術の粋をアピールする姿勢が備わっていたと考え られる。

さらに日本にわたってきてからの発展という二重の進化論が山中商会の記述にはみられる。

資料[B]で は日本美術が 「こどもの状態」であった6世 紀以前に始ま り,聖 徳太子が607年

に建立 した法隆寺,藤 原時代の宇治の平等院,1211年 円光大師による京都知恩院,そ して 日

光の東照宮へと受け継がれ,東 照宮は 「仏教美術の中でも最 も素晴 らしいもののひとつで彫刻,

漆塗 り,塗 装,鍍 金の装飾の美しさで有名だ」と語 られる。「日本は徳川期に偉大な古代を受

け継ぎ,絶 頂期を迎えた」 というデイヴィッド・マレイの 『日本』」1を引用 し,続 いて1886年

夏に3ケ 月かけて日本を旅 した画家のジョン ・ラファージ(1835-1910)の 文章が紹介され,

ラファージが日光を訪れた時の細かな描写を載せている58。

ラファージは日本滞在中にアーネス ト・F・ フェノロサ,ウ ィリアム ・S・ ビゲロー,岡 倉

天心を通 じて山中商会を知 り,大 阪に立ち寄 った際は山中商会で浮世絵版画などを購入 してい

る59。商会はラファージのように直接来日経験のある旅行者たちのみた日本建築の美を世界に

紹介 し,「 日本の偉大な芸術を熟知 していない人 々」による,ア メ リカの 「日本の部屋」や

「日本のパヴィリオン」と名づけられた室内装飾や庭園にかわって,「 日本の偉大な芸術家によ

る代表作品の複製」を人々にみせることで,日 本の建築美術の適正なる美 しさを顕示したいと

考えていた。日光は 「デザインの大胆さ,仕 上げのすばらしさが表出され,建 築は繊細さを保

持 しつつ細部にわたるまで完璧」6°であり,模 範的な装飾であった。

こうした歴史叙述には美術の発達を説明する編年体がとられた。ギリシアーインドー中国,

朝鮮一法隆寺一平等院一藤原式一鎌倉式一光琳式と続いた様式の変遷が,進 化論的に述べられ,

すべてを統合 した様式=徳 川時代の日光で頂点に達する。では江戸期の日光の後に続 く時代は

更なる発展を遂げていくと考えられていたのかといえば,そ の後は 「純粋性,簡 素 さ,古 きよ

きすばらしさが失われつつある。新たな左甚五郎,あ るいは飛騨匠は現われるのか。いつ 日光

廟や本願寺などのすば らしい建造物を再び持つことができるのであろうか」61と低 く評価され

ている。商会の展示には日本固有の美を忘れて しまった現代にはないすばらしい技術をアメリ

カの地で再現す る思いがあった。フェノロサのいう 「考古利今」の精神が受 け継がれた 「法隆

寺式」,「平等院式」を内包 した 「日光式」は日本美術史そのものの表象であった。

展示は実際には工業館の家具木製品及び室内装飾の部に分類され,美 術の部には置かれてい

99



ない。 しかし,山 中商会は 「純粋なる日本の真正芸術」を家具で示 し,デ ザインはすべて 「よ

く知 られている国宝,古 寺,社 に眠る珍宝や名声を受けた品々」から採 られていると強調 して

いる。そ して家具を`artistic(美 術的)'と 形容 し,海 外支店のショールームを`artroom'と

称 していた(図16)。 この時代,工 業品と呼ばれるものの中で も工芸的な ものは美術工業とさ

れ,美 術 と工芸はいまだ未分化であったので,明 治の工芸には 「純粋美術としての価値をもつ

ハ ンディクラフ ト」 という考え方が込められていだ2。 山中商会の,海 外向けのカタログであ

りながらも刺繍入 りの綴葉装に,題 簽には 「大和古之美」と記された資料[Bコ の表紙からは,

その矜持が伝わってくる。

山中商会が室内装飾を手がけた三共製薬の

祖である高峰譲吉の邸宅(1912年 竣工)は,

ワシントンの リバーサイ ドドライブ334番 館に

あり,日 本風構想のルネサ ンス式五層楼の広

壮華麗な建築 として,日 本人 とアメ リカ人の

社交の場 となった。高峰邸は1階 が奈良朝,

2階 が藤原,3階 が鎌倉室町時代,4階 が桃

山時代,5階 が江戸時代の装飾 に仕立て上 げ

られていた。 ここで も日本美術史を再現する

空間が創造 されている。商会の室内装飾が実

図16資 料[B]よ り,山 中商会.ニ ューヨーク支店

際に使用された例は,こ の他は1907年 に設立 されたニ ューヨークの 日本人倶楽部のみ判明 し

ているが,い ずれの場合 も日本とアメリカの交流の場に和洋折衷のスタイルが用いられた。

おわりに

「日光式展示室」は日本の美術史を概観するデ ィスプレイであった。それは誕生 して間 もな

い日本美術史を国威発揚の道具としてみせる空間でもあった。1300年 以上の美術史をふ りか

えって,「 この国でつ くられる美術品ひとつひとつは日本特有のもの,そ れぞれは種類によっ

て異なった特徴をもつが,芸 術家の感覚,異 なる流派で もたれる視点にはすべて国の思考 とい

うべきものが備わっており,日 本の美術品の根本的価値を形成 している」r,:3と喧伝 していた商

会は観念としての 「日本スタイル」を表象化 していく。それはまた日清,日 露戦争の勝利 とと

もに,日 本のナショナリズムが高揚 していく時代の要請でもあった。
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*文 中 お よ び脚 注 で 示 した資 料[A],[B],[C]は 以 下 の もの で あ る。

[AコAnoteonJapanesearchitectural¢rtinconnectionwiththeNikkoTempleroom:exhibitedin

theJapanesesectionofthevariedindustriesbuilding:theLouisianaPurchaseExposition,St

Louis,Mo.,Osaka:Yamanaka&Co.,1904.

[B]CatalogueofRoomDecorationsandArtisticFurniture,Koraibashi,Osaka:Yamanaka&Co.,

1905[Cover-"大 和 古 之 美"]

[C]ABriefHist・ry(ゾtheGlypticArtandArchitecture(ゾJapan,t・getherwithABrief

DescriptionofTemplesandShrinesandABiographyofEminentArchitectsandSculptors ,

Yamanaka&Co.,1902.

*本 論 文 は2001年 英 国RoyalCollegeofArtにMA論 文 と して 提 出 した一 部 に加 筆 修 正 を 加 え た もの で

す 。

注
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会 美 術 品 出 品 目録 』(東 京 国立 文 化 財 研 究 所 美 術 部 編,1997年)に よ ると,① で は,山 中 吉 郎 兵 衛 に

よ る第90部550:金 紙,屏 風,髴 漆 屏 風 第93部765:青 銅 製 灯 篭,銀 製 置物,② で は合 名 会 社 山

中 商 会 の 名 の もと,763:家 具 木 製 品 の部 の室 内装 飾 で 金 賞 を 受 賞 して い る。

3故 山 中 定次 郎 翁 伝 編 纂 会 編,『 山 中定 次 郎 伝 』,故 山 中定 次 郎 翁 伝 編 纂 会,1939年,p.22.
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きて い る。 北 澤 憲 明,『 境 界 の美 術 史:「 美 術 」 形 成 史 ノー ト』,ブ リュ ッケ,2000年,西 川 長 夫 編,

『幕 末 ・明 治 期 の 国 民 国 家 形 成 と文 化変 容 』,新 曜 社,1995年,佐 藤 道 信,『 明治 国 家 と近 代 美 術:美

の政 治 学』,吉 川 弘 文 館,1999年 を 参 照 。

6小 泉 和子,『 室 内 と家 具 の歴 史 』,中 央 公 論 社,1995年,p.324.

7Yamanaka&Co.,[B],p.ii.

8『 山 中定 次 郎 伝 』,op.cit.,p.21.
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色 ノモ ノハ(春 慶 ノ少 シ渋 味 ヲ帯 ピタ ル モ ノ)英 人 ノ 好 ミナ ル ガ如 シ」(p.533)と あ る よ う に,各
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